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伊藤（隼三）先生迫憶曾

手記

伊藤隼三先生ガ満60歳停年ilill~ ヨリテ退官サレタ fハ大正13年 5 月ノ事デアルカラ今ハ早ヤ

15年目＝営リ，御郷里鳥取市デ嘉クナラレテカラ10年目＝ナツタ。 3年或ハ7年＝相官；シタ年＝

先生ノ遁悼舎ヲ行ツテハトイフ議モアツタガ，追悼シテ今一度哀シモクヨリモ，然ルペキ機舎

ニ皆ガ集ツテ先生ノ追慕ヲシテ感謝シヤウデハナイカ， ソレニハ先生ノ嗣子肇博士ヲ始メ御近

吉田久士，村上治朗鬼束惇哉，

叉来舎者モ先生ニ関スル思ヒ出ノ品親ノ方々＝オ願ヒシテ先生子津ノ品々ヲ展観サセテ戴キ，

トイツタ寵デ，第10同日本聾接合ガ京都デ開催サレル共ノ前夜昭和13年3月

31日ヲ期シテ L故伊藤（隼三）先生追憶舎寸ヲ開クベク現外科教室員ノ手デ高端ノ準備ガ進メラ

々ヲ持チ寄ラウ，

レ， 3月中旬＝，嗣子肇博士御夫妻，次男進，撃士，長女望月博士令夫人及ピ望月博士並ピ＝次

女森拳士未亡人（御扶席）ヲ招待シ，猪子先生，卒井先生，和辻先生ノ 3名啓教授ニ御案内ヲ申

共首日ハ風ハ柏々強カツタ

ガ晴天デアル。績々ト選ラレ

岡1 第

上ヂ，先生ノ教ヲ受ケタ人々ヘハ究記ノ如キ案内欣ヲ護法シグ。
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タ先生追憶ノ費料ガ追憶舎揚ノ東側ニ設ケター劃ノ展覧揚＝陳列サレ終fレト間モ無ク，定亥I］前

トイフニ早ヤ来舎サレyレ人々ガアル。来舎者ハ受附デ先ヅ2冊ノ署名簿＝記名スyレ。共ノ 1冊

受

ハ記念トシテ伊藤家へ贈呈サレ， 1冊ハ外科撃教室＝寄贈サレテ永ク保存サレルモノデアル。

署名者凡テ68名デアツタ。（共貝ノ第2岡ハ猪子先生ガ署名シテ居ラレ，~.所デアル。）



636 日本外科貧雨宮事 15 巻第 4 披

追憶資料展覧場

署名ヲ終Yレト来舎者ハ展覧揚へ案内サレタ。此虚エハ展覧

華ガ7個設ケラレテアル（第3闘）。北側ノ：壁面ニ泊ツテ青竹

ノ蓬＝白布デ被ヒ， ソノ上＝先生ノ大詰員ガ南面シテ掲ヂラ

レテア1レ，此レハ宮本哲博士ノ；複製寄贈ニナルモノテeアル。

共ノI前lノ大卓（A）ニ，勤二等記（之ハ桐箱ニ納メタル佳），履

歴書， 東京大・2陸海備門卒業誰書，干育園大皐曹科大事卒業読書，

内外各大a撃ノ・撃位記，最初ノ洋行ニ開スル札幌医長ノ命令書，

京都帝国大準教授就任＝閲スル北底男爵ノ書翰等ノ伊藤家門

第 2 闘

第 3 岡
外不出ノ品 受附＝テ各自署名

u’Zλロ

々ガ「陳ベラレテアル。伊藤先生トハ明治14年

来ノ親友ヂアル卒井鏑太郎先生ハ，此ノ遺品

第 4 厨

記念品＝引キ込マレテヰル卒井先生

ノ；数々ノ間ヲ低同サレテ，殊＝感慨無量ナルヤウニ見受ケラレタ。

議備門ノ卒業読書ハ最初エ」伊藤隼三東京大接強備門各製科ノ試問ヲ完ウシ正ニ共業ヲ卒ヘ

リ伺テ之ヲ詮ス「トアツテ共レエモ欠イデ，修身母昼 間松蛮谷＠，澗遜語拳 Dr. A. Groth，敷

撃砲B阿範鵡馳⑨，化事丹Z務長吉郎⑧ナドト15ホドノ教員ノ自署捺印ガアリ，最後＝，東京

大接強備門長lE七位杉Jill重剛＠トアル。高等製校ノ；数ガ幾何アルカ知ツテ居ル人ガ株ダトイフ

現今ぃ、異リラ大型7象備門ヲ卒業スルノハ天下ノ秀才ヂアツタタメデアロウ，此ノ読書エハ番

蹴ノ；如キモノハ附ケラレテハ居ナイ。

卒井先生『伊藤サンハ，緒ガ下手デ…・・（ト，重事東京大i製強備門助教諭狩野友信⑧トア

Jレ底ヲ指示シ乍ラ）（第4岡）此ノ先生＝伊藤サンハイヂメラレタモノダ……J

醤科大事ノ卒業誰書ハ，現在ノ卒業詩書ノ傍程モアル大キナモノデアル。之＝モ前ト同：／タ

各製科ノ教授／う至教師ノ自署捺印ヵ・アル。共ノ頃ノ大事峨員ハ如何ナル人カトイフトー



物理母島，物理・製寅習

1!!li機化製，有機化墜

分析術

動植物製

伊藤（年三）先生fil:til.合

解一部l皐，胎生壊，組織製，組織製質管， ffff剖墜寅習

解剖製，病理解剖皐

生理事

薬物取

診断皐，内科各論，内科臨林講義

外科綿論，外科各論，外来｜臨林講義， H民科製，裁判皆・撃，
眼科臨休講義

繍帯感，皮庸病及i設毒塁塁

局底解剖i皐

内科各論，産科撃，婦人手：l製，内科臨休講義

外科各論，外科臨林講義，外手：｜手術賞習

産科模型賓習，産科婦人利臨休講義

眼Fト撃，検眼鏡月1法， fllH'I・臨休講義

nIH=i-臨林講義

内科臨林緋義

精市Ji病易黒

衛生~，生理事賓習

裁判菌製

小児科臨林講義

病月1・~
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村問範鴻馳

E. F. Eykman 

久）.!ft 如技

松原新之助

小金井良精

Dr. Joseph Disse 

大津謙二

高橋順太郎

佐 k 木 l攻吉

Dr. Scrib乱

字 盟f 朗

"; 、 [If 東

D1・－ E. Baelz 

佐勝三吉

演 HI 主連

巾 lLlf・ 斐

河本 軍； 次郎

青山｝音L通

榊 倒

緒方正規

片山岡嘉

。l‘ l'H 長

・/iii 守 i台

線長ハ加藤弘之博士，皐長ハ三宅秀博士，教頭ハ大津謙二博士デアツタ， トイフ時代デアル。

札幌医長ノ命令書トイフノハ次記ノtmキモノヂアル

『 命令書

公0：札幌病院長伊藤隼 三

今般醤事研究ノ鵠メ二ヶ年間欧米各国へ遊撃ノ目的ヲ以テ僻i蹴出願ノ庭 ・,!i；＂匝各！日 J綿代人

舎ノ決議＝依リ在峨ノ佳洋行ヲ鵡スヘシ 洋行rf1ハ俸給ヲ支給セス 旗費補助トシテ金四

千圃支給候篠蹄朝旋満三ヶ年就峨スヘキ義ト心得ラ 1レヘシ

明治廿九年十月五日

札幌隠長林 顛 」
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之＝続イテモ欠 f文ガ上ト同一ノ罫紙3枚ニ克明ニ葺カレテアル。

『粛宅事 這般曹喜善ノ漣奥ヲ研究スルノ目的ヲ以テ海外へ遊・率セラルルエ際シ貴下カ常匝よそ＝

興ヘラレタ，，＿利釜ノ至大ナルヲ感謝シテ匝民ノ；衷情ヲ表セントス

明治廿七年三月ヲ以テ貴下カ前病院長ニ就l臨以来日夜精脚l能クJ峨員ヲ統率シテ井然院務ヲ

整理セラレ患者ノ綾念ニ膝シテ問診スルヤ星ヲ戴テ出テハ月ヲ踏テ蹄ル遠近噴々共治術ノ

巧妙ナルヲ稿シ共i台ヲ請フモノ日＝益々多キヲ加へ現＝牧容スル患者百五拾録名外来患者

百参拾徐名＝建セリ是偏＝貴下カ墜識壁ニシテ経験ニ富ミ徳義＝篤キニ因ル故＝二十七年

度以来病院経費毎々豆額ノ剰徐金ヲ生セシヲ以テ費財ヲ喝殖シ或ハ病室ヲ増築シ叉ハ病院

内外ヲ修補改造シテ規模ヲ横張シ更＝輪集ノ美ヲ加フル事ヲ得yレニ至レリ如此隆盛ニ趣キ

設備整頓シテ留治上遺憾ヲ感スルコトナク匝民ヲシテ安心立命ノ地ヲ輿ヘラレタルハ亦貴

下ノ賜ニシテ臣民ノ永ク感銘スヘキ所トス

今ヤ現存ノ形勢ヲ以テ常札幌匝ノ将来ヲ推測スルニ主主k市直ノ描張ト共ニ繁柴ヲラ！＜：タスヘ

キヲ知ル営匝ハ本道・ノ首都＝シテ事物ノ護達ト共＝月ヲ閲シ愈々衛生事務ノ摘張ヲ必要ト

認ムルヲ以テ今岡貴下カ海外へ遊撃セラレントスルハ恰好ノ時機＝投スルヲ以テ常匝民ノ

代表者タル綿代人ノ決議＝FIJリ貴下現l臨ノ佳遊撃セラレン事ヲ希岡シ併セテ海外各園日進

究理ノ醤fflj'上貴下踏腫ノ地感得セラルル鹿ノ有益ナル事項ヲ撰ミ武下蹄朝ヲ挟タス首病院

へ報告セラルルノ：努ヲ蝿托シテ共認諾ヲ得タリ是レ潤リ首医ノ利主主ノミナラス亦以テ全道

ノ神盆タラスンハアラス貴下他日島市朝ノ後チ院務＝服セラルルノ秋＝至テハ首匝ノ如キハ

此歳月間＝於テ護達ノ度モ著Fレシク主主々醤術ノ披張ヲ必要トスルエ至レyレハ信シテ疑ハサ

Jレ庭ナリ此ノ時期ニ・，：；；； ll曾テ寅検セラル、鹿ノj笹給ヲ首病院＝寅施セラルルニ至ラハ首病

院ノ隆俊明シテ見ルヘクシテ所前本道ノ首都タル地位ノ病院＝背カサル可シ

巳ニJ't下カ洋行セントスル＝際シ此願寺子ナル効続ノ一斑ヲ腫列シテ匝民ノ至誠ヲ表スル 1・

共＝勝来ノ希望ヲ叙シ蕊＝洋行放費ノ一部トシテ病院経費』投入剰徐金ノ内ヨリ金四千闘ヲ

贈呈ス幸ニ臣民微意ノ；在ル所ヲ諒セラレ遺途1~；童異境ノ風物＝身心ヲ擁護シ悲ナク阪朝ノ

上ハ昼＝共職ニ復シ匝民ノ安寧幸稲ヲ保障セラレン事ヲ懇蝿ノ：至＝嘩ヘス 頓首謹言

明治廿九年十月五日

札幌医長 林 願 三＠

札収区町穂、代人

第一部線、代人 伊藤辰治＠

同 森 源． 三輸

第二部線、代人 岩井信六＠

同 長谷川柴助＠

第三部総代人 堀井氏三⑪
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⑮ 七幸月若同

＠ 治高．謹渡第四部線、代人

＠ 吉田松太郎同

⑮ 山崎 幸太 郎第五部総代人

＠ 司文原笠同

⑩ 封馬 嘉 三郎第六部総代人

＠ 治l¥'. 立足同

＠ 本郷嘉之助第七部総代人

＠ 堀内龍太郎同

』公立札幌病院長曹事士伊藤隼三殿

f奈
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~~ ~ f·~ 主 N L ィセ」t必片方支

持及今授受易ち写会 ~）~~
・'1 :·1~ ~ ま V みえをし o~ -t <J 

> ・守電

イ？ ？ “ 上手？唾 与~ ~ 7 ~ ! ~ 

Jf i J iti4hd~ ； ~ －~、 ~［ ~ (t ~ r ·~ 1私；竹L
‘ベ l!多 1 l' t-~ lえ 究~~－ 品五め

れ）右4 め 4主

同32年12月6日日清構和馬閥f際的締結ノ：翌年ナル明治29年11月15日ヨリ，斯クシテー先生ハ，

闘5 
迄欧米，主トシテ瑞西ニ遊撃サレタノデアツタ。

北垣園道氏ノ書翰トイフノハ， 先生御

蹄朝後札幌病院長＝師任サレテ居タガ，

明治32年9月我ガ京都帝国大筆書科大埋葬

カ官lj立サレ35年ニハ先生ハ札幌病院ヲ退

任シテ本製教授＝就任サレタ，共ノ経緯

ニ閥スルー文献デアル。さを丈ハ窮虞（第5
－ 

' , 

ノ：如クデアルガ，共ノqtL夏休暇中

圃6 官事

箇）

北；匿園 遊 民 書翰

先生札幌病院措首相成候得ハ札幌匝ハ満足之旨針馬匡

長ヨリ申出候ニヨリ寸云々トアルハ， Niiノ札幌匡町線

代人連名ノ感謝書翰ト相臆ズルモノデアル。

B）エハ先生＝閥スル窮員西北隅ノ園卓 （第3岡，

類ガ陳列サレグ。明治16年ト註サレグオ若イ頃ノモノ

カラ晩年迄ノ多数ノお貫，或ハ鳥取市御本邸ヤ伊藤病

院ノ貫景，或ハ御葬儀ヤ御某 ノ；有様，等々ト珍ラシイ

モノガズラリトナラプ。密接部墜生卒業生記念詰員帖

カラ特＝先生ニ闘スル部分ダケヲ選出サレグモノラシ生先藤伊



銃4 号事巻15 告存函事E科外本日640 

ソレニハ，今向残ツテ居ル醤院西大講堂＝於ケル先生ノ外科臨休講義ノ Lコロイ帖モアツテ，

タイプ寸 E芸員ガア11--，先生ハ素足ニ下駄支ハイテ侃キ加減デ診察牽上ノ患者ヲ熱心＝診テ居ラ

レル， L7＂ラクチカント「ノ・堅生ガ共ノ傍＝ 3人控ヘテ居テ 1人ハ後向キダカラ宇ljラヌガ他ハ2

今時ノ若イモノガ見yl〆ト柑 E奇異ナ感ジヲ受ケyレ（伊藤先生ハ人共立誠ナ髭ヲハヤシテヰル。

最初ノ臨休講義デハ消毒ノ必要上出来ルコトナラパ眉毛モ頭髪モ剃リタイノデアルト言ハレ，

従ツテ嶺髭ナドハ巌禁サレテ居ツタモノデア 1v0 上記ノヒヂガ自然＝黙許サレル様ニナツタ J

ハ先生ガブタペストノ接合＝出張サレタ以後ノコトデアyレ）。

共ノ南ニ隣ツタ国卓（第3岡， C）ニへ直径5尺程ノ卓面一杯＝．在外中ノ先生ガ折＝フレ

時ニフレ嗣子肇氏へjきラレタ多数ノ名所槍葉書ガ陳ベラレタ（第7闘）。共レニ吉：カレタ短丈ノ

ーツーツニ先生ノi面白ガ躍如トシテ人＝~ツテ居ル。

日々しイタヅラ寸ヲスル事ト肇殿一一
一隼Bern市街f刷敢闘ノ文＝日ク『明治対二年一月八日

三月

＼＇.＞：－ · 山ー， 'B•円

4什乏孟i埜
守管 r；子 ＇€ i 
，、切？ミヴ ~.：：二Z

1会2 長~t生~ ~~~ 
ν；11 'k t, ）手1拡7

i•·~ （ = ~ 1主；ム
ル与 立す身ヰ
司 、~ぷ 宇 －

'.{ ~－ 杖？苛；j.
1 " .’奇.：.

叉，背嚢ヲ負ヒ」ピッケyレ1 ヲ措イデ山小屋ニ念グ人々ノi樹＝「登山ノWi:

園8 第
園7 号事

玄ピ居リ候』

隼三肇殿 イタヅラヲシテ。ヲヂーサンヤ。ヲツカサシヲ。コマラセYレノガ。カンジン

デスJ .Bern市街風景縞葉書（第8岡）ニLケスレルnrf1,L塔寸ナドト説明ヲ加へ左 1/3ノi訣白ニ

『肇ガ謬校＝行クトノ報ニ接シ其ノ様ナ子供ガアルカト驚クハ自身ノ製問ノ足ラザyレヲ憐テ

五日

四月廿四遊ピテイタヅラヲ御鴻シナサイ然シ肇ハ事校江行キテモ勉強ハナリマヤヌナリ

蝶ノ緒 ＝＝－ Herzlichen Segenswunsch 

znm neuen Jahr！云々ト印刷サレタ賀欣ノ一隅＝ハ

伊藤隼三』日圃9 第

『清書ヲ見叉手習杯ヲシナイデイタヅラヲシナサイ，

トアyレ。何レモ此ノ類デアyレ。伊藤隼三J

展覧揚中央ノ柱ヲ取園ンデ卓子4個ヲ組合セ（第3

此庭＝ハ先生ノ蔵書ノ一部（Grammatica

norma!e teorica ed applicata della Lingua Italiana. 

〔G.[Parato〕， Kleinerussische Sprachlehre〔Motti〕，

D), 闘，
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他16冊）' Lノート1類（鳥取市立病院北白ll保憲博士法附），先生

遺愛ノ黒キ行塊（望月教授出展，高サ2）~許リノ大塊ニテ如

何ナJレ由緒ノアルモノカ全ク不明ノモノデア1レ），波多腰博士

＝興ヘラレグル激蹴文，離誌登表用ノ臨休講義筆記ニ先生ガ

加筆サレタ原稿（烏渇教授出展）（第3闘），等ガ庭狭シトパカ

リ列ペラレグ。柱＝葬セチクローネッケル教授（先生ノ師事

サレタ三土三大身往生理事ノ教授。先生ハ共ノ指導デ Warrne-

stich ノ仕事ヲサレタ）ノ像ガ置カレタ。

しノードハ53冊アリ，凡テ寓員（第10-12嗣）ニ見ル如ク製

本サレテアル。

第 11 岡
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第 10 岡

第 12 圃

卒井先生『伊藤サンハ仲々勉強家デ，大島製カラ師ツテカラソノ日ノしノードヲスツカリ訂正

整理シテカラデナイト遊・パレナイデシグ《訂正スルトイフテモ一字一字丁寧＂＇ ra<lierenシテ

（ト， I柵取リ上ヂテ消ス身振リヲシ乍ラ，〔第11園ノ右端〕）克明＝ナホサレタモノデス。他ノ人

ハ西洋人ノ講義ヲLノート1ニトルコトガ出来ンノデ皆ナ此ノ」ノート寸ノ；御厄介ニナツタモノデ

ス．…..J 

東北隅ノ国亭（第3闘， E)＝へ先生補筆ノ診断書下書キ（星野毅授出展）ガ陳列サレタ。和

辻先生ガ共ノ昔（明治43年？）耳鼻科教提トシテ手術中＝，御自身ノ指ヲ負傷サレテ外科＝入院

サレタ事ガアツテ共ノ受持曹員ガ首時外科教室員グツタ星野教授デ，和辻教授扶勤＝就テ診断

書ガ要ルトイフワケデ，下書キヲ作ツテ伊藤先生ノ許へ罷リ出タトコロ Lコレデハイケマセン

ゼ！ l ト先生ガ自身デ負傷ノ原因ガ公務テ’アル旨ヲ書キ入レラレタ珍品デ、アル。

星野教授（和辻名春歌長ニ向ツテ）「先生，未グアノ Narbeハアリマスカ？」

和辻先生『アルヨ。コレデ（ト，診断書ノ下書キヲ指，シ乍ラ，〔第13闘コ）公傷トイフコトエナ

ツテ，入院料ヲ完除ェナツタノグ0 ・…－・僕ハアノ頃カラ貧乏ダツタンダナア。』

某氏「ヨク之ヲ残シテ置イタモノデスナア。伊藤先生ガ之ヲ御覧＝ナツタラ・…・・』
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望月教授『ソリヤア，見タラ必ズ破ツテシマヒマ

スヨ。』

烏潟教授『何デモナイヤウナモノデモ，アトニナ

ルト犬費思ヒ出＝ナFレ……』

東南ノ圃卓（第3闘， F）ニハ烏潟教授出展ノ伊藤

先生善翰ト馬民トガ陳列サレタ（第14圃）。

封筒ダケデモ 15-6枚アリ，開ヂラレタ書翰ハ鳥

潟教授ノ濁文著書出版＝ツイテ共ノ新刊ヲ東京ノ某

第 13 圃

教長＝殿ツタカ若シモ賄ツテナケレパ直グオクルヤウニトイフ文面デアル。

第 14 圃 第 15 園

烏潟教夜『某氏ハ所謂豪イ人カモ知レンガ，事問上私ノ著書ヲ此方カラ貰ツテ下サイト選1レ

ペキモノダトハ思へナカツタノデ，共ノiヨヲ先生＝中上ヂテ，此庭ニ書イタヤウ＝（第15闘）歪IJ

k選ラナカツタョ。』

西南隅ノ入口ニ近イ卓子（第3闘， G)＝へ 1昨年11月＝開催シタ猪子先生喜霧祝賀舎記念

窮貫帖ガ展観サレタ。今度モ同様＝店員帖ヲ作ツテ希望者＝配布サレル計壷デアル。

午後5時40分ニLホテル寸屋上デ記念撮影（第16岡）ヲ行ヒ， ソレヨリ宴曾揚＝入ツタ。

第 四 岡
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宴書場 J光量

屋上＝テ記念搬影ガ終ツテカラ順次＝Lヱレヴェータ~·＝テLホテル寸／；第 1 階ニ設ケラレタ

宴舎揚＝入ツタ。’主合場ノ中央II：面北側ノ壁＝近ク南商シテ伊藤先生ノ御rrr像ガ食卓ヲ前ニシ

テ，マ、ダ白布＝覆ハレテ安置サレテアyレ。御t'i像ノ右ニハ， 光生ノ嗣一了・築博士夫妻， Ji=.ニハ弐

男進氏，長女文重サシ（京都府立醤大教侵望月博士令夫人）ガ績イテ着席サレ，共ノ耐fftilト前面

ト＝参集者一同着席ヲ終ル。時＝午後6時5分。烏潟数民ヵーしドーゾ御起立ヲ願ヒマス1 ト述ベタ

ニ従ヒー同起立賦躍ノ裡＝Lボーイ寸長ノーチデ御宵像ノ白布ガ撤セラレタ。宛カモ伊藤先生モ食

卓＝向ツテ着席サレテヰル感ジデア，i.:。

第 17 圃

績イテ烏潟教授ハ起立ノ健夫ノ様＝挨拶ノj辞ヲ述ペラレタ。

『一寸幹事ヲ代表シテ御挨拶申上ヂマス。 ドウゾ御坐リ下サイ。ア，今日ハ伊藤先生ノ追憶

舎ヲ催シマシタトコロ，カクモ多数ノ方々ガ御臨席下サイマシテ私共ハ幹事トシテ志ピ＝絶ヱ

マセン。

追憶舎ノ主旨ヲ1,2ノ方ハマダ十分＝理解サレテ居ラレナイラシイデス。追憶舎ヲ追悼合ト

考へラレル向キノ方モアリマシタガ，我h ノ：l：旨ハ何モ追悼シテ一同相集ツテ改メテ悲マウト

イフ心ハナイノデアリマス。先生ニ閥係ノアルイロイロノザ昔話ヤ記念物ヲ集メテ，先生ガ今日

デモ猶ホ未ダ者々ノ間＝生キテオラレルコトヲ自費シテソレヲ話シ合ヒタイノデアツテ，少シ

モ悲シクハナイノデ、アリマス。

ズツト以前＝ハ先生ノ3周忌トカ7周忌トカノ追悼合ヲヤラウトイフ様ナ議モアリマシタガ，

今日ハソレデハアリマセン。私へ先生ハ死亡サレタノデハナイ，先生ノ肉韓ハ亡クナラレテ

モ霊魂ハ何時マデモ生キテ我々ヲ鞭捷シテ下サル，胸ノ4'ニ生キテ居ラレyレコトヲ感謝シテヰ

ルモノデアリマスカラ，毛頭世俗的ナ追悼舎ナドヲヤラ 1ウトイフ考ヘヲ有ツテ居リマセン。ソ

ウイフ意味デ我々幹事ノ心ヲ輯セラレテ，先生＝賞メラレタコト．叱ラレタコトヲ言ヒ合ツテ



宮虎

頂キタイ Jデアリマス。 （卒上ノしメ＝ユー寸ヲ手＝取リ上グ更＝挨拶ヲ績ケ）
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献立

“Das Feuer brennt so sehr, 

Die Liebe brennt noch mehr. 

•·Das Feuer kann man lOschen, 

Die Liebe kann man nicht vergessen.” 
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ソコデ此ノLメニュー寸ノ；裏＝印刷＝ナツテヰルノハ，我々ノ第2同卒業生ガ卒業ノ時，卒業

Lクラス「合ヲ卒乃家デヤリマシタ時，先生ハ例＝ヨツテ浦ヲ引キ痛飲サレ，快活ニナラ tAテ中

腰デ手員似身振リヲサレナガラ．此ノ歌ヲ2度モ諦マレマシタ。

ソノ時私

ハLカシコマリマシタ寸トオ答へ申シテ共後語シマシタガ，選＝ソノ詩文ヲ御目＝カケナイ前＝

先生ハ somatisch ＝亡クナラレ，生直Ii.：.差上グルコトガ出来マセンデシタ。

共後＝ナツテ私ガシユワイツ （瑞商）＝行ツタ時，ベルンデ， 11月字パノ或yレ寒イ夜，私ガ何

時モノ様＝机ニ向ツテLベン寸ヲ走ラセテ居リマスト．丁度裏庭窓ノ下デ，霧ニ包マレタ闇夜ノ

中カラ此ノ歌ノ合唱ヲ掠キマシタ。私ハ直チ＝卒業常時ノコトヲ想ヒ出シテ L先生モ三乙~デ

此ノ歌ヲ踏カレタノダナー「 Lァ、コレダナー寸ト思ヒマシタ。卒業ノ時ハ此ノ歌詞ノ員ノ意

ソノ時先生ハ私.＝＇ L君，此ノ詩ヲ日本語＝語シテ持ツテ来イヨ寸ト言ハレマシタ。

味ハ知リマセンデシグ門歌調ノ中ニ Liebeナド、ィフ言葉ガアルノデ，惜別ノ歌デアルトイフ

コトガ午I）ラナカツタノデプリマス。此ノ歌ハ，故人ヲj邑慕哀悼スFレ歌調ヂアツテ，情歌デハア

リマセン。故人ヲ偲プ心ガ胸カラ胸＝何ハリ消サウト思ツテモ消エナイ心ヲ言ヒ表シグモノデ

ソノ；穣リデ昨日私ノ室＝来タ Lホテル寸ノ Lボーイ1ヲ待タセテオイテ叉訂Eシマシアリマス。

タ。（」メ＝ュ＿.，ヲ見ナガラ）コレガソレデアリマス。

ツマリ故人ヲj自｜意スル意味デアツテ，唯，亡クナツタ人ガ自分ノ胸奥＝何時迄モ生キテキル

トイフコトデアリマス。他ノ火ハ消エテモ，先生ヲ追慕スyレ火ハ後カラ後カラト出テクル人ノ
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心ノ中＝燃ヱ移リイロJ時迄モj宵エナイトイフ意味デアリマス。

卒業ノ時ノ先生ノ歌ガ幾年カ後ノ今日＝，コウイフ風＝役ニ立トウトハ多ニモ議期シマセン

デシタガ，コウイフ風ニ致スコトハ先生ヲ生カスコトニナルト考ヘマス。私共ハ悲シムノデハ

ナイノデアリマシテ，先生ノナサレタコトヲ更＝鮮明＝生カシタイノデアリマス。先生ヲ殺ス

ノモ生カスノモーニ我々門下生ノ仕方如何＝ヵ、ツテオリマヌ。今後我々 f気ヲツケネバナラ

ヌコトへ如何ナル仕方ニ於テモ決シテ先生ヲ殺サナイコトデアリマシテ， ソレガ我々ノ義務

デアリマス。今日ハ先生ヲ偲ン’デ，先生ノオ女子キデアツタ酒ヲ飲ムノモ，先生ヲ追慕スyレ意味

デアリマス。ドウゾ先生ヲ充分遣層、スル意味デ，今タハ大イ＝飲ンデ語リ合ツテ頂キタウ御座

イマス。之ヲ以テ御挨拶＝代ヘマス。』

合食始マル。料理ハ最初先ヅ先生御宵像ノ前ニ供ヘラレ（第LS闘）， ソレカラ曾衆ノ間＝順次

第 18 圃 ＝蓮バレル。

Lボーイ 1 ノオ酌モ先ヅ先生カラ始メラレ＂＇ o JL 

テ先生ガ事責上共ノ席＝居ラレルモノトシテ行ハレ

yレ。各庭＝テ盃ヲ摩ヂテ椴談，笑聾カe起yレ。教室員

ヨリ成Fレ馬民係ハ鹿々ニ！！H明ヲ行ツテ，記念寓異ノ

鵠ニ縦横ニ活躍スル。

Lデザート1ニ入ツテカラ， Iミif.J教授ハ徐＝起立，

紙二書ヵ、レタ記録ヲ見ナガラ次ノ椋ニ先生ノ履歴
正面ハ伊藤先生御符像， ソノ右ハ嗣子準博
士，後向キ右ハ綿子先生，左ノ、 215-井先生 ヲ略述サレタ（第19闘）。

『ァ、，之カラ伊藤先生ノ j邑憶談，昔話ヲシテ頂キ度イノデアリマスカ＼共前ニ－~先生ノ略

歴ヲ申上ヂマス。

伊）依先生ノオ生レハ元治元年5月9日デ今年ハ75歳＝ナラレ

マス。明治7年鳥取中撃＝入ラレ，本姓小林氏デアリマシタガ

明治12年7月伊藤ト改姓，明治22年11月（東京帝園大事）醤科大

墜卒業，同24年9月30日迄同外科教室助手拝命，同年11月鳥取

市本町1丁目私立伊藤病院長，同26年4月1日鳥取鯨米子病院長，

同27年2月12日札幌病院長トナリ，同29年11月15日ヨリ同32年

12月6日迄欧米＝遊墜，主トシテ瑞周囲ベルン大串コッヘJt..教

授＝師事シ外科撃ヲ専攻サレマシタ。同35年3月17日論文提出，

置事博士ノ事位ヲ受領サレ，同年7月14日京都帝園大串醤科大

事教授＝任ゼラレマシタ。

第 19 困

先生ノ皐体？的ノコト帥チ Arbeitノ主ナルモノヲ象ヂマスト， Rektumkrebsヲ BauchトAnus

ノ雨方カラ合併的ニヤラネパナラナイコトヲ日本デ提唱サレタノハ先生ガ初メテずアリマス。
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Epilepsie ＂＇針スル三竺三竺氏手術ノコトノ、今後ドウナルカ……先生御在 !Itノ時モ，之ハドウ

ナルカ？ト言ハレタ位デアリマス。

Leberzirrhose ＂＇封 aシ grossesNetzヲ Niere ノrllニ implantierenスルコトヲ，人間デ行ツタ

ノハ私デアリマスガ，ソレ＝ナル迄＝へ先生指導ノ下デ碕部教授モイロイロト動物質験ヲヤ

ラレタノデアリマス。

ソレ以外＝ハ津山ノLテーマ1ヲ問サレ，三竺三1レ教授ハ L伊藤ハ色々ノ Lテー.....ヲ附スガ，

ミナ奇抜デ面白イ 1 ト私＝言ハレマシタ。

生理皐ノコトデハ，三土とノクローネツケル教授ガ先生ノコトヲ大餐褒メラレマシタ。 ： と

ζ＝居ラレタ頃ハ釣リガオ好キデ，三二主Jllデ釣ヲシテ下宿＝持ツテ師ツテ食ベラレタ話ヲ共

鹿ノ小使ガ話ヲシテクレタ位， 1］、使迄モ長ク先生ノコトヲ知ツテ居リマシグ。

先生ノ御病気ハ大シタコトハナカツタノデスガ，札幌ニ居ラレタ時強イ肺炎ニ催ラレ， トテ

モ駄目ダト言ハレタコトガアリマス。共時自ラ Brust ノ方ハ Senfbad＂＇入レテ，屑早ハ kalt~s

Wasserヲ注ヂト言ハレマシタ。何デモ病院カラ2丁モ離レグ所カラ看護婦ガ水ヲ蓮ンデキテ，

ソレデ tiefeAtmungガ出来テ始メテ恢復サレマシタ。ソノ Ideeガヤハリ先生白カラ御護案＝

ナツタモノデアリマス。

先生ハ Venensystemガ少シオ剥クテ， Ji.ノ Kniekehle"' Varix ガアツテ， Haemorrhoiden

モアリマシタ。プダベスト〈行カレル商11ニ．私ニ L之ヲドウショウカ寸ト術等ネ＝ナリマシタ

ガ，」今ハ差支ヘナイデセウ1ト巾上ゲマシタ。共佳デ洋行サレテ知ラヌ間＝良クナラレタノデ

Lヤハリ，シナクテ良カツタ1 ト言ハレマシタ。 LLebensweise ヲ挺ヘルコトーヨツテ良クナツ

タ1モノ l卜先生ハ御考へ＝ナリマシタ。

先生ハヤハリ， Venensysternガオ弱イト見ヱテ， Haematurieヲ来サレタコトガアリマス

(Glomerulonephritis）。之＝ハ我々モ大経頭ヲ悩マシマシタガ，併シ直接ノ死!Alヂハナカツタヤ

ウデアリマス。

先生＝ハ内出血ガアツテ， Duodenalgeschwurガアツタヤウ＝忠ヒマス。今日ノヤウ＝，輸血

ガ「易々 トH1来ナイ時代デアリマシタノデ，血型ヲ見タグケデ，用意ハシマセンデシタ，ソシテ

共時確信ヲ以テ輸血ヲヤレナカツタノデアリマス。ソレハ飴リ＝容態ガォ悪カツタノト.Hae-

maturieガアツタタメ＝ヤラナカツタノデアリマス。

共後＝ナツテ賀屋先生ガ innereBlutung ヲ起サレ， ソレz封シテ輸血ガ行ハレテ今日元気

＝シテ居ラレルノヲ見ルト，イクラカ心残リガスルノデアリマス。

之カラ諸震＝交々立ツテ追憶、談ヲシテ頂キタイノデアリマスガ，自分限リノ判断デ先生ノ快

瓢ト思フコトナドヲ遮ベテ見タ u，共他批評ガマシイコトナドハ言ハズ＝オイテ頂キタイノデ

アリマス。先－生~)ii1!1聖ヲ冒サヌ版＝シテ，タグa限イ意味デ，何デモ前漉ナ，生キタピチピチシ

テヰル遺憾：談ヲシテ頂キタイト思ヒマス。』
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卒チ｜ニ銃太郎名告と教授（第20岡）
ヴキ？

『僕ハ伊藤君ト48年間一緒ニ居リマシテ，一番荘、ガ長ク交際ツテヰマス。伊藤；；｛＇（ガ 18，私ガ17

ノ時東京＝出マシテ，明治14年11月ニー激科ノ試験ヲ受ケマシタn 共時以来伊勝君ト私トハ非常

告書 20 岡
＝親シクナツタノデアリマス。

明治15年ノ正月，私ハ澗織袴デ伊藤君ノ下宿，丁度高世情ノ

近クニアyレ酒屋ノ二階ニ下宿シテ居ツタノデ，共鹿へ，私ハ田

舎カラ出ヨF来タ許リデスカラ員面．日ニ臨i義ヲ正シクシテ年頭＝

行キマシタトコロ，伊藤君ハ極メテ詰落＝，床ノ中デ酒ヲ飲ン
アガ

デ居ツテ，上ツテう~イ， トイフヤウナ調子デシタ。大饗＝元気

カヨク， Lエネルギツシュ寸デアリマシタ。

伊藤君ハ随分悪戯ヲサレマシグ。 L悪サ「ヲシテ人ヲ困ラセ

ルトコロガ見ヱマシタ。兄サンノ所デ壬随分ト筒L暴ヲサレマシ

タ。叉揮謹君トイフ友人ノ所デ……ソノ人ハ水戸落ノ人デシタ

ガ……酒ヲ飲ンデ，津走塁君ノオ父サンニ， ソノ人ノ悪口ヲ頻リ

ニ言ハレルノデ， トウトウオ父サンハ怒ツテシマツタコトガアリマス。ソノ冗談ノ間＝モ床ノ

間ノ置キ物ヲ貰ツテオクゾト言ハレ，父親ガ立腹シテ黙ツテ刀ヲ取リエ行ツタノデ， ソノ時居

合ハセタ谷口君ガ……コノ人ハ身瞳ガ大キカツタモンダカラ……伊藤君・ヲ播ギ出シテシマツグ

コトガアリマス。ソノ時モ忘レズ＝鏡餅ヲシツカリ抱へテ持チ出シマシタ。

併シ伊｝fl主君ハイql々 ノ勉強家デシテネ・…－，賓ニヨクヤリマシタ。先刻陳列揚ノLノート1ヲ見

テ感心シタ Jデスガ，大串カラ蹄ツテ来テソノ日ノLノ｛ドヲスツカリ訂正スル迄ハ決シテ遊

バナイノデシタ。一字k 々貫ニ丁寧ニしラヂー i:ン寸シテ大費凡帳面＝訂正サレタモノデ、ス。先

亥Itノート寸ヲ御覧＝ナツテ判ラレタデセウガ， L J~ ト刀、全部猫乙語デ書ヵ、レマシタ。先刻

陳列サレテヰナカツタヤウデスガ，数字ダケノしノードヲ作ツテ数字ヲ書官メテ之ヲ暗記サレ

マシタ。記憶力ガ特ニヨイ上＝，カウイフ風＝勉強サレタノデ大シタモノデシタ。西洋人ノ講

義ヲL ノードニトルコトハ他ノ人ガ出来ナカツタカラ，伊藤君ノヲ皆ガ借リテr.；；シタモノデア

リマス。

明治22年ニ卒業シテ伊藤君ハ外科＝，私ハ内科ニ入リマシタ。コツホガLツベルクリン1ヲ作

ツタノハ明治23年ノ暮デアリマシタガ，例年ニナツテLツぺJレクリン1ノ試験ヲヤラレ，伊藤君

ハスクリツパト共＝調べ，私ハベルツノ調ベタモノヲ醜諜シテ報告シタコトガアリマス。丁度

共頃迄ハ一緒デシタガ，伊藤君ハ鳥取へ蹄リ，私ハ 1年間田舎デ開業ヲシマシタ。ソレカラ叉

後デ京都デ落チ合ツタ謹デアリマス。

私ハLワyレツヱ寸ガアツテ伊必君＝除ツテ貰ツタコトガアリマス。休日民＝ハ伊藤，浅!11（首時

眼科教授）ノ雨君ト3人デヨク旗行シタモノデス。 10闘程持ツテ3日位放ヲスfレノデスガ，色々
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滑稽ヲ演ジテ歩キマシタn 能勢ノ妙見デ泊リ有馬デ？ドlツタトイフヤウナコトモアリマシタ。浅

山君ガ共後身障ヲ悪クシテカラ松浦君（首時皮膚科教授）ト一緒＝旋行スルヤウニナリマシタ。

私ハ48年間オ互＝長議ツテキマシタガ，伊藤宗ト唯蓮フコトへ私ハ惰ケ者デ， P蹴 ivデ，嫌

クコトヲヤルガ，書イタリ話シグリスルコトハヤリマセン。。F路支？ハ aktLvデ，何時モ書ク，

話ス，顕ガ良クテ非常ナ勉強家デアリマシタ。東京ノ大事デ助手時代ニモ絶エズ投書ヲシタモ

ノデス。殊＝ベルンデノ勉強ハ·~亥I］ノ Literatur ヲ見タダケデモ驚ク程デアりマス。今日彼底

＝陳列サレタLノート1ヲ見テ非常＝感慨深ク思ヒマシタ。

私共ノ同級ノ者デ遺骨、舎ヲシタイト思ヒマシタガ，和辻君ト私トダケシカ建ツテ居ラヌノデ

出来マセンデシタ。今日ハ烏潟君カラ，在、ガ日頃念願シテ居ツタ事＝誘ハレ，大費有難ク感謝

申シマス。」

津間太郎氏（'.U)21闘）

第 21 闘
「私ガ卒業シタノハ明治40年デ，其時カラ伊藤，猪子雨先生カ

ラ御世話＝ナリマシタガ年半位シカ数室＝居リマセンデシ

タ。同窓デハ山内君共他勉強家ガ多カツタノデアリマスガ私グ

ケハ勉強デシマセンデシタ。私ハ惰ケ者デアリマシテ，闘書問

覧室＝置イテアツタ大キナl長lイLテーフソレ寸（現ニ外科聞書閲覧

室＝在リ）ノ南西角－＂＇ Lストーヴ1ガアツテ， ソレヲ闘ンデLスト

ーヴ「合ヲヨクヤリマシタ。併シ或ル時＝ハ私モ先生ノ御相手

ヲ致シマシタ。

コレハ先生ヲ煩ハセタ最初ノ終リデアリマスガ，大正何年カ

ー私ノ義兄ガ自車事事カラ落チテ膝闘節部ヲ怪我シタノデアリマ

ス。ソレヲ或曹者ガ縫ツタトコロ，共底カラ感染シテ脚金蝿ノ

底汎ナ Pl巾gmone ヲ起シテ早速私ノ所へ依頼シテラf<£• シタ。兄ノ：事デスカラ私ガ手首ヲシマ

シタガ，結果ハ面白クナカツタノデ伊藤宏生＝オ願ヒ申シマシタ。先生ハ早速オ忙シイ中ヲ汽

JP-＝－乗ツテ，騨カラ宅迄ハ人力車＝乗ツテオ出デ下サツタノデアリマス。丁度しコラルゴーFレ寸

ノ静脈住射ガ流行シテオツタノデ， ソレヲ致シマシタガ結局死亡致シマシタ。埋葬スル鵡＝共

後間モ無ク京都＝上リソノ際た生ヲオ訪ネシマシタ。コウイフコトヲ申シ上ゲテヨイカドウカ

ト思ヒマスガ，其際一寸シタ品物ト共＝金ヲ50(1副包ンデ先生＝持ツテ行キマシタトコロ，丁度

先生ハオ留仁＇fデシタガ， ソノ翠目先生カラ御手紙ガ来テ，品物ヲ貰フガ金ヲ貰フ諜ニイカヌ，

全部返スト君ガ困Fレカラソノ 11~20殴l汽車賃＝貰ツテ置クト云ハレテ域リ 30凶ヲ書留ヂ送リ返サ

レマシタ。
ャ

先生ガコウイフ風＝清廉潔白ナオ方デ，大鑓思ヒ遺リノ深イオ方デアツグコトガ，コノ一事

＝ヨツテモ午IJIレト忠ヒマス。近時特診問題トハ如何ナルモノカ内容ハ知リマセンガ，ヵ、ル先・



伊藤（隼主主）先生追憶舎

生ノヤウナ考ヘノ持主許リナラパ決シテ面倒ナ問題ハ起ラヌト思ヒマス。』

鈴木正次博士（第22闘）

tl4!l 

『私ガ伊藤先生ノ門下トシテ御厄介＝ナリマシタノハ，大lE3年デアリマス。明治44年ニ卒業

第＇ 22 圃 スルト直グ陸軍ノ方へ行キマシタノデ，大IE3年ニナツテ大a撃

ノ：方へ御厄介ニナリマシタ。私ハ軍服ヲ着テj手日教室－＝＝／Hテキ

マシタ。丁度大IE4年ニ名古屋デ撃舎ガアリマシタガ，共時L脆

退事件寸ガアリマシタn ソノi訪途彦根ノ紫々闘ニーがlシテ宴ヲ

催シダノデスガ，共時先亥lj!f-井・Jt:生ガ巾サレマシタヤウニ，先

生ハ色々悪戯ヲサレテ，私ノ軍服ヲ脱ガサレグリシテ散々カラ

カハレマシグ。ソノ椋ナ事デ先生ノ恐イトイフ感ジガトレテ大

盤親シク感ジマシタ。

私ハ先生ノLテーマ寸デ簡翠ナ仕事ヲシマシタ。ソノ結果ガ，

先生ノ不断考ヘテ居ラレルノトハ違ツテ出タノデアリマス。ソ

レデ世話ヲシテ下サツタ尾崎先生ガ，モ一度ヤリ直シタラドウ

カト言ハレマシタガ，自分ノ成績ハ先ヅ御賢ニ入レヨウト思ツテ共催先生＝御見セシマシタト

コロ．私ガ遠慮勝チ＝書イタトコロヲ大捷力強ク間ケ加へラレテ，大盤ニ有難味ヲ感ジタノヨゴ

アリマス。

私ノ大皐教室へノ；在感期間ハ陸軍ノ規定デ2ヶ年トイフコトニナツテヰマシタ。共終リニ近

ヅイタ頃，丁度冬ノ大壁寒イ夜デアリマシタガ，先生ノオ室デ私ノ論丈ヲ見テ頂イテヰルr/:tニ，

先刻烏潟教授ノ言ハレタ謄石ノ：設作ガ起ツテ大壁苦シマレマシタ。自分ノ：書イタツマラヌ報告

ヲ訂正シテ頂クタメニ．先生ガ寒イノニモ拘ラズ御熱心＝ャツテ下サツタ鵠ダト思ヒ， ドウシ

ティ、ヵ判ラヌ思ヒガ致シマシタ。共嘗時ヲ憶フト大壁懐シイ感ジガ致シマス。』

星野貞次教授（第23同）

『私ハ伊藤先生ノ門下生トシテハ，ホンノ8ヶ月程デ末席ニ坐

Jレベキデスガ，烏潟教授カラ葱＝坐レト言ハレマシタノデ蕊＝

坐リマシタ。坐席ノ闘係デ（順番＝）一言申上ヂマス。

私ハ今日カラ思フト伊藤先生ニ封シ申課ノ出来ナイ数々ノ：事

ヲシテ居リマス。教室デ御厄介ニナツテ居タ間ハ先生ノ心裡ヲ

充分理解出来マセンデシタガ此ノ頃泌ミ泌ミトソレガ判yレヤウ

ニナリマシタ。私ハ明治43年卒業ト同時ニ伊旅先生ノ御世話ニ

ナリマシタ。同級ニハ名古屋ノ横井済，東京ノ鈴木卒十郎，伊

藤弘教授ノ 3人ノi時々タル秀才ガ居リマシグ。ソレデ此等3人

ハ廻静毎ニ glattデシタガ，私ダケハソノ度待ニツカマツテ，

第 23 圃
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＝ガカラ スク

苦ミト半ミノ寵ツタ小言ヲ頂キ，共度ニ喋ム思ヒガ致シマシタ。ソレガ私ニハ耐ヘラレヌノデ

先生＝意趣返シヲシマシタ。
ヱタイ

病合＝入ツテ最初受持ツタノガ得惜ノ；知レナイ患者デ， 3年来 freiデ入院シテヰル，スレツ

カラシタ人デ，受持ノ；者ヲ皆手古摺ラシテ居マシタ。 Diagnoseハ先生ヵー外来デツケラレタ innere 

Haemorrhoid en トイフ診断ノ佳デ入院シテキテ， 3年後ノ私ガ受持ツタ時モ同ジ診断名シカ記

載サレテヰマセンデシタ。西上君ガ以前ニ受持ツテ居ツテ，卒業シタ翌日ニ私ガ引観イテ受持

グサレ，診マシテモ Ha~morrhoklen ハ何庭ニモ認メラレマセン。 Rectoscop ヲヤツテモ見エマ

セン。 Krankeハ Rectoscopヲヤルト痛イ Yデ1I!ミマス， ソシテ先生ハ廻誇毎＝．私ノ診テヰ
ヤリ

ナイコトヲ共ノ患者＝見H－＼ サレテ，盛＝私ヲ遣込メラレルノデアリマス。トウトウ共ノKranke

ハ托ンヂシマヒマシタ。 fiei ノタメ Sektion ヲシタトコロ Leberdistomaデアリマシタ。ソノ

時デス，先生ノ innereHaemorrhoidenハ Fehldiagnoseデ Leberdistomaヲ先生ハオ午ljリ＝ナ

ラナカツタノデ，先生ハヒドイ者ダト考ヘマシタ。丁度私ハ昨年夏，身睦ガ痩セテヰマシタノ

デ，内科ノ醤者＝診テ貰ヒマシタガ，痩セルノハ風邪ノ嬬ダラウ位＝言ハレルダケデ，判然タ

ルコトハ分リマセンテeシタ。入院シテ色々ト検査ヲ受ケマシタトコロ，私ハ Leberdistomaデ

アルコトガ午ljリマシタ。今自分ヵ写土ヘル身＝ナツテミテ初メテ，伊旅先・生ガ外来デーす診テツ
カョツ

ケラレタ診断ヲ falsch デアルト云ツテ先生＝託ケタコトハ，金クイケナカツタコトデアリマ

ス。ツクヅク今＝ナツテソレガ分リマシタ。

モ 1ツ桑原君ガ前ニ居ルノデ想ヒ出シマシタ。高里小路ノ理髪屋ノ女房ガ Epilepsieデ入院

シ，ソレガ私＝叉受持タサレマシタ。夜中 ＝＝－ Anfallガアルト夜中デモ診＝行カネパナラナイ J

デ困リマシタ。 Trepanハ今ノヤウナノガアリマセンデシタ。桑原君ハ Trepanation.ヲ早クヤ

ツテ下サツタノデスガ，共際針ガスポット Hirn ノ中＝入リマシタ。桑原君ハ少シモ驚カズ悠

々ト之ヲ抜キマシタ。共翌々日カラ Krankeハ psychisch.＝.費＝ナリ，葱デ申シ上グルノヲ樺

リマスガ， Kotヲ掴ンデ綿安ノ中ヲ持チ廻ツタリ， Mensヲ散ラカスノデ，止ムナク静養室ヘ

入レマシタ n ソウスルト大キイ怒鳴リ聾ヲ出シテ護揚欣態＝ナルノデ手足ヲ縛リ 7 シタ。スル

ト次ノ廻診ニ先生ハ診ラレズ＝共室ヲ通リ過ギラレマシタ。廻診ガ終ツテカラ溜リデ皆ト話ヲ

シデヰノレト院長室へ来イト言ハレ呼ピ出サレマシタ。 LKrankeヲ撞紫スルコトヲアング知ツテ

ヰマスカ1 ト言ハレ，桜禁設備ノナイ所へ入レテ悪カツタコトヲ，苦イ強イ Lエネルギー可ヲ以

テ言ツテ下サツタノデスガ，共時＝ハ意味ガヨク判リマセンデシタ。共後私ガ北野病院長＝ナ

ツテ，伊Jfffe.先生ノ力強ク，言葉少ク，苦々シク気一本ナ毅へ方ガ，ツクヅク自分＝判ツテキマ

シタ。

共後何トカシテ凡ー生＝一矢酬ヒ度イト思ヒ，満洲へ行ツテカラモ，年＝一度位ハ京都＝蹄ツ

テ必ズ先生ノオ宅＝伺ヒ， L:f；｛.ハ曾テ先生ノ下ニ居リマシタ星野貞吠デアリマス1 ト共度＝ヒツ

コクヤリマシタ。－之ハ行ク度＝繰リ逗シマシタ。愈々京都へ師ツテキタ時モ先ヅソレヲヤリマ
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シタ。其時先生ハL判リマシタヨ1 ト申サレマシタ。サモシイ復酬デアリマシタ。オ詑ピ方々自

分ノ恥ヲ申上グテ之デ失臨サセテ頂キマス。』

佐藤剛蔵博士（第24刷）

第 24 圃

『私ハ朝鮮ニ永ラタ居ツテ，何時モ留守番ヲシテ居リマスノデ，先月モ此ノ皆皐綿舎ニハ出ラ

レマイト思ツテヰマシタガ，烏潟，磁部雨教授カラ伊藤先生ノ

追憶舎ガアルトイフ通知ヲ受ケマシタノデ出テキタ諜デアリマ

ス。先年鳥取ヲ通過シタ時，共底＝下車シテオ基＝参ツテ先生

ヲ追慕シタノデアリマスガ，今同ハコウイフ御通知ヲ受ケタノ

デ是非来ナケレパナラナイト考ヘタノデアリマス。

私ハ今日迄32年間朝鮮デ大シタ過失ナクャツテキマシタ。明

治39年11月24日曹科大E襲撃長宅デ荒木先生カラ卒業費書ヲ頂キ

マシタ。ソレカラ伊藤，猪子雨先生ノ御世話ニナリ，長ク居 ll-

積リデシグガ，伊藤先生カラ碓カ明治40年ノ 4月カト思ヒマス

ガ，池上君ハ同仁病院＝．オ商IIハ京城へ是非行ケト言ハレマシ

タ。私ハ韓園ハタト園デアルノデ，父ノ内諾ヲ得ナケレパナリマ

セント言ヒマシタトコロ， Lソレハ不可ン。オ前ハ大事ヲ出テ既 ＝. Lゼントルマン1 グ。自分ノ

事ハ自分デ決メヨ。明朝迄ニ返事ヲシロ寸ト言ハレマシグノデ大壁困リマシタ。ソレガ夕方デ，

川上漸君ガ親友デアルノデ下宿＝師ツテカラ相談シテ，翌朝返事ヲ致シマシタ。川上君ハ今度

軍部ノ任務ヲ帯ピテ満洲園へ出護サレFレJデ，先刻此ノ舎揚へ寄ラレ，共ノ昔時ヲ想ヒ出シタ

ノデアリマス。之ハl吃度先生ノ霊魂ガ川上君ヲ呼ピ寄セラレタノデハナイカトー居ソノ感ヲ探

クシタ語デアリマス。

私ハ青年ノ意気デ朝鮮へ行キマシタガ，共時＝伊藤先生ハL朝鮮ハ見込ガアルゾ寸ト申サレマ

シタ。法デ朝鮮ノ感想ヲ一寸述ベサセテ頂キマス。今日朝鮮ノ民衆2000寓ハ悉ク天皇／；赤子＝

ナリマシタ。私ハ朝鮮ニ行ツテ 1年ヲ経テカラ．京都ニ来マシタ時，先生ニし朝鮮ノ青年＝一

寸教へマシタトコロ，大饗ヨク莞エ？ス。此佳デ績ケテヤツテヨイデセウカ， ドウデスカ1 ト

毒事ネマシタトコロ， Lソレハ面白イ，大イ＝ヤリ給へ。併シソノ病院ヲ後＝ハ公立＝シ給へヨ1

ト申サレマシタ。朝鮮へ師ツテカラソレヲ績ケタノデアリマスガ，軍ノ方ノ闘係デ他ハ軍曹許

リデアリマシタノデ．高事私＝委サレテ，私ガミンナソノ仕事ヲ致シマシグ。共後日韓併合ガ

行ハレ，今度ノ日支事費＝針シテハ，朝鮮人ハ日本人グトイフ考ニナツテシマヒ，叉志願兵制

度モ出来テ朝鮮ハ悉ク忠良ナル臣民トイフコト＝ナリマシタ。共事ガ賞際＝於テ浦洲園，北支

ノ建設＝首ツテモ，朝鮮ガナカツタナラパ出来ナカツタカト思ヒマス。先生ガ営時， L朝鮮ハ

見込ガアJレゾ寸ト申サレグコトハ，既＝ソノ賞時カラ先生＝大ナル園策ノ先見ノ明ガオ有リニ

ナツタコトヲ，今ニナツテ泌ミ泌ミ判Jレノデアリマス。』

＝

晶
則

一

一
明
4
d
v
二
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鳥潟隆三教授

「順序ガ違ヒマスガ之＝闘聯シテ申シ上ダマス。先生ガ先ヲ見ラレタトイフコトハ，明治42年

頃 L大阪ハアレハ大事＝ナyレゾ寸ト言ハレマシタ。昔時私ハ大阪赤十字病院ノ外科曹長デアツ

テ，営時ノ佐多サンカラL高等曹製校＝来ナイカ1 ト私＝言ハレタノデ，先生ニ伺ヒ＝行キマシ

タ。伊務先生ハ奨メラレマシタ。叉荒木先生＝モ伺ヅタト ::J: 12 .荒木・撃長ハ， L~葉ヲ摘ミタ

ガル人ガアルモノダ，日赤ヲ辞メルノハ止セ1 ト言ハレマシタ。併シ私ハ喜昼間ヲスル方ガィ、

ト思ツテサツサト瞥専ノ方へ行キマシタ。猪子先生ニハ後デ御報告ニ行ツタトコロガ Lオ前ハ

何故赤十字ニ居ラヌカ，笠原ガ辞メタラ院長ニナレルノ＝寸ト言ハレマシタ。院長ニナリタイ

人ハ津山アリマス，私ハソ yナコトカラ開放サレタイ。日赤ナンカ接問スル所デハアリ 7 セン

トオ答ヘシマシタ。私ハベルン＝居ル時，先生カラ葉書ヲ頂イテ， ソレニハ L大阪ガ大接＝ナ

ツタ1 トダケ書イテアリマシタ。非常＝伊藤先生ハ先見ノ明ガアツテ，非常＝平ク人ヲ見テ推

号事 25 園
薦サレマシタ。し機ヲ見Fレハソレ隼三カ1ト御自分デモ言ツテ居

ラレタ位テ’アリマス。』

森武美博士（第25岡）

「伊雄先生ニオ目ニヵ、ツタノハ明治 35年ノ春，外来ノ診察

場デアリマシタ。ソノ際，筆ガ立タナケリヤイカン，頭モi~J-カ
ナキヤイカン。病院ニハ津山若イ女ガ居ルカラ女中ニ物ヲ言フ

ヤウナ言ヒ方ヲシテハイケナイ。出来ノレコトハ直グ出来yレト言

へ，出来ヌコトハ出来ヌト言へ， トイフ意味ノコトヲ巾サレマ

シタ。患者へノ物ノ言ヒ方モ，先生ノ御世話ニナ1レヤウニナツ

テカ ラハ，大壁巌格デ，同ジコトヲモ一度言へト言ハレ，陸分

度々言ハサレマシタ。庭方~ヲ書ク際モ無駄ヲ書クト叱ラレタ

モノデ，コウシテ申シ上グテユクト敢限リナクアリマス。』

筆i市光雄博士（第26闘）

『私カ’伊l民先生ノ外科ニ居ツタノハ足掛ケ6年正味4年デ，伊

藤先生ヲ理解スル上＝於テハ引ケヲトラヌモノト自信シテヰマ

ス。

私ハ内務省ノ開業試験ヲ受ケテ瞥者ニナ少タノデアリマス

ガ，丁度共時京都大事ガ開放サレ，外科ノ専修生ヲ募集シタノ

デアリマス。 5入試験ヲ受ケテ私1人ガ通ツテ専修生トシテ私ハ

入レテ頂キマシタ。翌年初代助乎ノ、府立ノ方カラ来タノデアリ

マスガ，尾見薫，坂部，革島，聞香等ノ歴々デアリマシタ。革

島カラ念＝，君ハ介補＝ナレト言・ハレテ介補ニナリ月給14園ヲ

第 26 掴
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貰ヒマシグ a ソレカラトイフモノハ眼カラ火ノIHルヤウ＝非常＝叱ラレマシタ。アノ時ノ伊藤

先生ノLエネルギー寸理想ハ1孟烈ナモノデアリマシタ。 1例ヲ基幹ヂマスト．首時ノ Operationssaal

八入ル時ノ風へ Keimガ散Fレノデしワゼリン寸デ髪ヲ分ヶ， Borwasserデ含嚇シ，昇求水デ頑

ハ勿論鼻，耳ノ孔ヲ拭キ，カ様ニシテ入ツタモノデアリマス。首時 Lマスク寸ハ無カツタノデ

Rusten ノ時ハロヲ塞イデ鼻カラ呼吸ヲスルコトニナツテキマシタ。之ハ皆手術野＝細菌ヲ散

ラサヌ鵡ノ注意デアリマシタ。

病舎ノ話＝ナリマスガ，私ハ第3病合（現在ハ取段サレテ内科南病舎ガソノ跡ニ建ツテヰル）

全部ヲ托サレ董夜完走行デ働キマシタ。骨液ヲ始メ．諸種ノ検査カラ手術，病理解剖ノ所見，退

院ノしプロトコル1 ヲIHスニ至JI,迄，皆自分デヤリマシグ。共際退院ノ L7＂ロトコル寸ヲ書ク時

ニ，良イ紙ヲ使フト第三者ニ迷惑ガヵ、 yレト言ハレテ大捷叱ラレタモノデス。今日ノ時勢＝於

テ紙ノ節約ヲ非常＝叫パレテヰマスガ，常時既ニ行ハレテヰタノデアリマス。

荒木先生ノ息子サンガ怪我ヲサレテ，奥サンガ病舎へ連レテ来ラレタコトガアリマス。ソノ

時用意ヲシマスカラー寸オ待チ下サイト－；；－ツタトコロガ，長fr｝ツテシマハレタノデス。翌日院長

室＝呼パレL醤者ニナツタカラト云ツテ偉サウニシテハイカン寸ト先生カラ言ハレテ叱ラレマシ

タ。叉或yレ朝，車夫ガヤツテキテ，咋夜喧嘩ヲシテ万デ心臓ヲ刺サレ，或醤者カラ Na.htヲャ

ラレタト云ツテヤツテ来マシタ。胸腔出血ヲシテヰルラシイノデ， Nahtヲトツテミルト，プ

ート血ガ/J＼テ死ェマシタa ソウシテヰル中＝朝ノ外来ガ始マリ，外来Lカルテ寸ヲ書イテ警察へ

通知シタトコロガ，警察デハ市役所へ知ラセト言フノデ，直グニ持ツテ行クコトガ出来ズ，死

骸ヲ一寸廊下＝置イテオイタ所ヲー先生ニ見ツケラレテ叱ラレマシタ。ソノ際先生＝経緯ヲj韮ベ

テ，持ツテ行キ所ガナイカラ廊下へ置イテオキマシタト FIJシマシタガヤツバリ叱ラレマシグ。

ヨク叱ラレマシタガ， Lカルテ1ヤLプロトコル寸ノ書キ間違ヘヤ字ガ遠ツテヰルト非常＝叱ラ

レマシタ。醤者＝ナツタラ人格ヲ高揚スルヤウニ，言葉遣ヒエモ，字ヲ書クニモ注意セネパイ

第 27 圃
カント，始終朝カラ晩迄叱ラレタモノデアリマス。』

横井情博二と（第27闘）

『先刻ljlサレマシグ星JII］’教侵ト同期ノ卒業デアリマスガ簡単

ニ－＜i・111上ヂマス。

日佐今字ニ闘シテ話ガアリマシタガ，私ノ書イタ字ノ中デ，検

査ノ検ノ字ノ扇ヲ手届ニ書イテオイタコトガアリマシタ。；t生

ガ之ヲ見ラレテ L之ハ，アンタハ何ヵ辞書デ、見マシタカ Y闘書

室へ来イ寸ト言ハレルノデ行キマスト• L 日本ノ ~（·ハヤハリ漢字

デスカラ，漢字ヲ使フ揚合ハ漢字デ書カネバイカンデス。間違

明 ツタ字ヲ書イテハイカンデス寸ト 3ハレマシタ。

モ 1ツLレフエラードヲ書イテ向シタ後え L一寸オ出デナ
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サイ「ト言ハレ，生理＝－[#;Jシタコトダカラ，先生ハ隅カラ隅迄本ヲ探サレタノデアリマスガソ

ノ；本ガ何底ヲ見テモ無カツタノデアリマス。ソノ：事ガ，プスツト胸＝五寸釘ヲ刺サレグヤウナ

思ヒガシテ今向胸ニ建ツテヰマス。J

鈴木卒十郎博士（第訪問）

『私ハ腕白デアリマシテ考ノjlJラヌモノデアリマス。御承知ノヤウニ先生ガ東京ノ接合＝行

カレマスト， ミンナト一緒＝朝日楼＝泊ラレマシタガ，宿＝着クト直グ薮蕎委ヲ食べテ休マレ

第 28 岡
ルノガオ極マリデシタ。私ハ大キナ新息ヲカキマスノデ朝起キ

Jレト先生カラLオイ卒十郎，昨夜ハ大キナ新息、ヲカイタナ＿，ト

言ハレマシタ。私ハ先生カラ鈴木ト呼パレグコトハナク，何時

モ平十郎，平十郎ト言ハレマシタa

鳥潟教授カラ飴リシメツポイコトハ言ハヌヤウ＝ト巾サレマ

シタガ，丁度先生jj莞クナラレル2年程前＝手紙ヲ下サツテ，

L身惜ガ悪イカラ佐々廉平君＝診テ貰ヒ度イ，手績ヲシテクレ1

ト 1~－ ツテ来ラレタノデ，直グオ出デ下サイト電報ヲ打チマシタ

トコロ＇ 2日程シテ先生ガヤツテ来ラレマシタ。佐々君ノ検査

ノ結果ハ Eiweissガ少許ト Erythrocyten及 Zylinderガ少シア

ルダケデ Diat ヲ気ヲツクルヤウ＝ト streng ＝－言ハレマシタ。

先生ハL酒ヲ飲ンデハイケナイカ「ト等ネラレ，私ガ佐々者＝問フグトコロ， LMaximumDosis 

2合位デスナー1 ト言ハレ， ソノill!リ先生＝巾シ上ヂマシタ。ソノ後デ先生ト酒ヲ飲ンダ際L未

グ l¥Taximum Dosis 2合＝ナリマセンナーっト申サレマシタ。本日京都ヘヤツテクル向車ノ中

デ，計ラズモ佐々君ト同事シ，念＝シメツボクナツテ全ク感慨無量デアリマシタ。先生ハ晩年

後リ酒ヲ飲マレマセンデシタ。J

津村栄美博士（第29闘）

「私ハ長イ聞大阪ニ居ツタ闘係上，先生ガオ若イ時分間宿ザレ

タ住友ノ理事長ノ方カラ聞イグノデアリマスガ，先生ガ洞織袴

デ暮イ30R＝－出テ行カレ随分酔ツテ蹄ラレグコトガアリマス。

共時今臼ハ31日デスヨトiiーツタトコロLソウカ1 ト言ハレルノミ

デシタ。先生ノ＇ I三国f:Jlヨク表ハレテヰルト思ヒマスe

叱ラレタ話ハ先桑I］カラヨクIHテヰマスガ，之ハ先生ノ偉大ナ

ル愛ノ費露デアリマシテ愛ナクシテ出来ナイコトデアワマス。

私ガ洋行シテ三三三竺先生ノ下＝居ツタ時，先生カラ時々御

事紙ヲ頂キマシタ。ソノ中＝」京都大事ノ門ノ所jデオ前ノ女房

＝舎ツタガ， 2人ノ子供モ丈夫＝シテヰルカラ安心シロ・1トノ御

第 29 園
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手紙ヲ受ケマシタn 先生ハ本首ニH七ラレFレノデハナクテ愛スル鵠テ’アリマシク。
アタ

先生ガとごヱエ旋行中汽車ノ中デ牛乳ノ古イノヲ飲マレテ中毒ラレ，下痢ヲサレグコトガア

リマス。ソレデ立ことへ寄ラズ＝~三へ先ニ行カレ，三三ごと先生ニ合ヒタイト巾サレ

Yレノデ私モ同行シタノデアワマスガ拘＝師弟ノ情愛ガ濃ヤカデアリマシタ。

先生ハ大饗意地ツ張リガ強イノデアリマスガ，根鎌ガアレパアツサリ承認サレタノデアリマ

ス。ソレニ闘シテコンナ話ガアリマス。瑞西ハ大壁寒イガ樺太ノ南カ北カトイフ問題ガ／H7シ

タ時，先生ハ瑞西ハ大分南ノ方デアルト岡執サレ，私ハ，イヤ樺太位ダト思ヒマスト言ヒ張リ

マシタ。暫クシテ先生ハ地闘ヲ持ツテ来ラレ， L瑞商ノ鮮度ハ北緯47度ダp 君ノ方ガEシカツタ

第 30 間
ョ1。先生ハコウイフ風ニ負ケタ時ハアツサリ承諾サレマスガ，

ドウシテモ本ヲ見テ，確カナ根擁ガナケレパ承認，サレナイノ

デアリマス。』

波多腰E雄博士（第30闘）

『今，津村サンノ言ハレタヤウニ，先生＝ハ貫ニヨク叱ラレマ

ミタガ，オ叱リノ中＝ハ貰＝犬キナ愛ヲ持ツテ居ラレタノデア

リマス。私達ハ到ラヌ嬬＝叱ラレグノデアリマスガ，鳥潟先生

ハ別トシテ同級ノ者ハし如何ニシタラ叱ラレズニ滴マセ1レカ1

ト， ソレニ汲々トシテ居ツタモノデアリマス。併シ先生ハ何時

モ愛ヲ以テ叱ラレタ fデアリマス。

L大接デハ何カシナイトイカン寸ト言ハレタコトガアリマス。

ソレデ烏潟先生カラ尾見，革島ガ既＝脊髄麻酔ノ費表ヲヤツテヰルカラ．君ハLツトカイン1ヲ

以テヤツタラドウカト言・ハレ，ャラウト思ツテ先生＝御相談シマシタトコロガ L命ノ：要ラヌト

イフ人ガアツタラ，ヤツテモヨイガネー寸何トモ取リツキノナイコトヲ言ハレタノデ，其時ハ

返ス言葉ガアリマセンデシタ。止ムヲ得ズ烏潟先生ニ願ツテ猪子先生エ申シ上グテヤリマシタ。

ソノ事ヲ後ニナツテ伊J臨先生モ知ラレ，聞書室ノ大キナLテ｛ブyレ1ノ上ニ津山本ヲ並ベテ頭ヲ

漣ネテLアレハコウグ，コレハ間違ダ寸ト指摘サレテ，私ノヤウナ虫ケラノヤウナ者＝迄極メテ

親切＝御指導下サツテ，私ハ終生肝銘シテ忘レルコトガ出来ナイノデアリマス。一度ソノ御理

ヲ~ぺタイト思ヒマシタガ，進ニ御前盟ヲ~ベJレコトガ出来ズ＝，先生ハオ亡クナリ＝ナリマシ

テ大贋遺憾＝思ツテヰマス。寅＝偉大ナ愛ノ中＝ヵ、 yレ御言葉ヲ頂キ何時モ感激シテヰマス。』

古屋野宏半数授（第31闘）

『唯今波多腰サンカラ先生ノ温カイ所ヲ遁ぺラレマシタガ，私共ガ辻君ト一緒＝居タ頃肺臓

癌ノ患者ガ居ツテ呼吸困難ノ護作ヲ時々起シテハ掘陣反側シテ居リマシタ。丁度シユーメーカ

ノ異歴接置ガ教室へ届キ，河村氏ガソレヲ動物＝質験中ダツタノデ，人間ニゾレヲ佼ヒタクテ
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第 31 闘

マシグ。

日 本 土 外 科 費 函 第 15 巻第 4 銃

仕様ガナカツタノデアリマス。ソレヲ河村君ハ私ヲ通ジテ L先

生ニ願ツテ央レ1 ト頻リ＝頼ミマシグ。ソレデ私ガ先生＝申シ

上ヂルト，先生ハLイ、ェ，イケマセンデスヨ寸。叉日ヲ更ヘテ

頼ムト Lイケマセンデスヨ寸。先生日ク， L人ノ生命ハ大切ナモ

ノデスヨ，今日ノ醤皐ハ何時，明日デモソレヲ救フカモ知レナ

イデスヨ寸。私ハ何トモ忘レ得ナイ追憶トナツテ~リマス。』

演西E太郎氏（第32岡）

『私ハ先生ガ教授トシテノ晩年卸チ大正7年カラノ弟子デ，ヤ

ン茶坊主ノ末ツ子デアリマス。程、程御心配ヲカケタ人ハナイト

思ヒマス。始メノ中ハ先輩諸氏ノオ話ノヤウ＝徐リニモ巌格ナ

オ方デシタガ，肇君ガ教室ニ来ラレテカラハ幾・分オ費リ＝ナリ

費量 32 圃

先生ハ廻診ノ時ニ極僅カナ事エモ大費喧シク言ハレマシタ。

LS・Magenル 3X2ヒ1,L含嚇寸ノ判子ヲ私ハ鹿方筆＝捺シテ歩 卜

キマシタ。廻診ノ時，先生ガ L何カ Mittelヲ輿へテアルダラウ

ネ寸ト尋ネラレマシタノデ， L輿へテアリマセシ寸ト答ヘルト，

LイヤヤツテアFレダラウl Lアリマセン 1，スyレト先生ハ患者ノ

枕元ノ方ヲ眺メラレテ L之ハ何カネ寸ト薬瓶ヲ指サレマシグノ

デ， Lア、ソレハ S-Magenデス寸ト答ヘマスト， LS-Magenハ ii 

薬デハナイデスカナ＿..，ト反問サレタノデ全ク恐縮シテシマヒ

マシグ。

先生自身L勤メ寸ト云フコト＝ハ非常＝巌格デアリマシタ。重

症患者ノ容態ハ一々先生＝通知シナケレパナリマセンデシタ。又先生ハ患者ヲ非常＝大切＝サ

レテ，患者ハ人間デアルトイフ事ヲ常＝申サレテ，極メテ sicherナ方法デナイ限リ新シイ術式

ヲヤラレマセンデシタ。叉決シテ徐分ナ大キナ Wun<ieヲ作ラレルコトガ無ク， probeLaparo-

tomieノ時＝ハ漸ク 2指ガ入ル位ノ Bauchwun<ieシカ作ラレマセンデシタ。ツマリ schadenシ

ナイコトヲ Lモツト｛可トシテオラレマシタ。』

山内半作博士

『先刻カラ多数ノ方々カラ．先生ノ！叢格ナコト，精閥jナコト，酒ノ後デ色々悪戯ヲサレタコト

等，数々巾上ゲレパ切リガナイノデアリマスガ，折角ノ追憶ノ；揚合デスカラ極簡単＝一言グケ

申上ヂタイト思ヒマス。

ソレハ明治43年ノ4月下旬頃デシタガ，私＝向ツテ， dU：ノ問ノ接合「君ハ岡山ノ醤専＝行

クヤウ＝約束シテオイタカラ1 ト巾サレマシタ。共時ハ郷里カラ開業セヨト言ツテ来テ，開業
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ノ積リデ設計ヲシテ居タ矢先ダシ，畢生ヲ教へyレトイフヤウナ積リモナカツタノデ営惑致シマ

シタ。併シ直グ返事ヲシロトイフヨトデL相談ヲシタ結果オ引受ケ申シマス寸ト返事ヲ申シ上グ

マシグ。ソシテ L何時頃カラ行クノデスカ寸ト尋ネマスト L多分6月頃ダラウ寸ト申サレタノデ，

L今迄ノ仕事ハ向フヘ行ツテカラ書キマスカラ，向フヘ行ク迄＝嬰生＝教へyレ準備ヲ一寸ヤラ

セテ頂キマス1 トコロガLイヤ， ソレハ不可ン，ヤハリ書カネパイカン，是非行ク迄＝書キ上

グネパイカン1 ト言ハレマシタノデ，詩ノ解ラヌコトヲ言ハレルモノグト思ヒナガラ不眠不休

デャツト書キ上グテ岡山へ参リマシタ。岡山へ行ツタ後デ考ヘテ見テ，先生ガヨクアレダケ言

ツテ下サツタコトガ分リマシタ。岡山へ行ツテカラハ， ソノ：翌日カラモウ大費忙シクテ， トテ

モ落付イテ書ク暇ガ無クテ， 3年ヵ、ツテモ害ケタカドウカ分ラヌ位デシタ。私ノ：希望ヲ入レ

テ下サツタラドンナ事ニナツグカ，先生ノ；有難味ヲツクヅク感ズルノデアリマス。何デモ事ハ

同時＝ 2ツスルモノデハナイ。書ク時ハ書ク，教へJL-時ハ教へル，何時モ物事ハ1ツ1ツ片ヅ

ケテイカネバナラヌト思ヒマシタ。之ハ先生ノ何時モノ；御主旨ヲヨク言ヒ表シテオルト思ヒマ

ス。』

磁部喜右衛門教授（第33闘）

第 33 困 『論文ノ話ガ出マシタガ，私等ノ入ツタ頃ハ佐藤君

ノ言ハレグヤウ＝，教室＝入ツテ間モ無ク何庭共底

へ赴任セヨト言ハレルノデ逃が廻ツテ歩キマシタ。

博士ニナラウトモ思ヒマセンデシグガ，共中＝河村

君ガ Lテーマ寸ヲ貰ヒ＝行ツタ際Lアンタ一関何年雄

ツテ居Fレコトガ出来ルデスカ0, L2, 3年程＇， -Lソレ

デハ足リマセンヨ，5年位ハ1ト言ハレマシタ。皆ガ

Lテーマ寸ヲ貰ツテ河村，尾崎君等ト一緒ニ賞験ヲヤ

リダシテ，丁度先生ガプダベストヘ行カレタ間ニ，動物ヲ無茶苦茶＝使ツテ先生ガ師ツテ来ラ

レテカラ大祭怒ラレグコトガアリマシグ。

併シ論文ヲ書キ上ヂル時ニハミンナ同ジ頃ニナツテ，論文ガ積ミ霊ナリマシタ。丁度先生ガ

三三二三l,カラ師ラレタ時手ノ Tendovaginitis ヲヤツテオラレ， Lベン1 ヲ持タレマセンデシ

タ。ソノ中手ガ治ラレ，パタパタト論文ヲ訂シテシマハレマシグ。自分ガ論文ヲ訂ス身ニナツ

テミテ，論文ヲ訂スノハ難シイモノデアルコトガ判リマシタ《徐程頭ノィ、先生＝逮ヒナイデ

スガ，徐程 Lエネルギッシュ1 ェヤラレナケレパ出来ヌ仕事デアリマス。後デ肇君ニ話ストLア

レ程論文許リ訂スヤウデ‘ハp モウ教授ニナyレノハコリコリダ「ト言ハレマシタガ， ソレ位 ~Lエ

ネルギッシュ寸＝ヤラレタモノデアリマス。』

伊藤田、教授（第34f1副）

「私モイヲト首長先生ノ助教授ヲ暫クヤツテヰタ闘係上一言申上グマスガ，先生カラ叱ラレタ事ハ人
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第 34 園 後ニ落チマセン。先生ガ弟子ヲ思ハレタコトハ叉格

別デアリマス。

私ハ酒＝於テハ先生ニ負ケナイ積リデス。皐舎＝

行ツテ飲ム時ハ何時モオ件シテ宿屋デ飲ミ，銀座デ

飲ミ，蓮ク蹄ツテカラ叉飲ミ， トウトウ接合ノ自分

ノ順番ヲ忘レテ，翌日ノ串舎＝寝過ギテシマツタコ

トガアリマス。ソノ時起ス人ガアリマス。先生デア

リマシタ。 Lアンタ今日ハ早インデスヨ，間ニ合ヒ

マセンヨ「ト言ハレ念イデ飛ンデ行ツテヤツト間ニ合ツタコトガアリマス。先生ハヨク飲マレ

テモ決シテ人ノコトマデモ忘レラレマセンデシタ。温カイ感情ヲ有ツテオラレマシタ。何時モ

叱ラレテ許リ居リマシタガ， ソレ以来先生ゾ御温情ヲ深ク感ジテオリマス。』

辻庚博士（第35岡）

『先刻ヨリ伊藤先生＝開スyレ色々ノ遁憶談ガ津山アツテ，私モ

身ニ迫yレノデアリマスガ，未ダ漣ベラレテオラヌコトハ，先生

ハ公私ノ別ヲハツキリシテオラレタコトデアリマス。先生ハ公

私ノ別ヲ非常＝明ラカニサレマシグ。先生ハ院長ト事長ヲ勤メ

ラレマシタガ，院長ヲャツテオラレタ時ハ，自分ノ教室費ヲ最

小限度ェキリツメラレテ，他ノ教主主へ融通サレマシタ。是ハ院

長ノ立場トシテ営然ナコトデアリマス。

率長ニナラレYレト・費シテ教室ノ費用ヲ充分トツテ頂キ，機

械モ充分買ツテ貰ヒマシタ。

先生ハ一方.：：.Lユーモラス寸ナ鮪モアリマシグガ徐リ巌粛デア

第 35 周

リマシタノデ普油ノ人＝ハ判リマセンデシタ。廻診ノ後デヨク無駄話ヲシマ会タガ，鈴木君ガ

1ツノLエピソード1ヲ残シマシタn 廻診ガ終ツテ先生ガ Lドーア寸ヲ閉メラレル前ニ鈴木君ガ樽

ケテ椅子ガ飛ピマシタ＇ L君，何トモナカツタカネ1, Lイ、ェ何トモアリマセン寸，突差＝先生

ハ気持ヲ費へラレ，椅子ヲ措デラレテ L君ノ身瞳ノコトヲ聞イテヰルノデハナイヨ，椅子ハ壊

ハレテナイナー寸ト言ソ、レマシタn

紳閏ノ合宿デ或yレ夜・酒＝酔ハレタ席デ，共底ノ女中ガ真黒ナ足袋ヲ穿イテヰタノデ，先生ガ

ι足袋ヲ買ツテ上グルヨ1ト言ハレマシタ。ソノ時ハ冗談ト思ツテヰマシタ。翌日感舎カラノi諦

リェ，丁度私ガ舎費ヲ頂ツテキタノデ私ニ L足袋ヲ 1足買ヒタイヨ1, L白デスカ，黒デスカ1

白デスヨ，一寸大キイデスヨ， 12丈デスヨ1 ト申サレマシタノデ，私ガ買ツ’テ陣ルト，ソレヲ

飯ヲ食ペル時＝渡サレマシタ。

又先生ハ材料ヲ大費大切ニサレマシタ。 Oberarm ノf'arkom 人患者デ Skapulaヲ一緒＝除



伊藤（隼三）先生越憾舎 G5!l 

ル手術デアリマシタガ，之ハ河村君ガ報告シテ第3番目ノ1111.：：.ナル患者ガ入院シマシタ。ソノ

手術中出血シテ脹ガ悪クナリ，呼吸ガ止マリマシタ。許可村君ハ臆セズヤツテヰマシタガ L一平ク

トルンデスヨ＇， L早ク手術ヲスルンデスョ1 ト巾サレマシタ。之ヲ手術揚デ採yレト:et草ナ材料

＝ナルノデアリマス。手術中ニトツタ材料ハ手術者ノ手＝牧マルノデアリマス。然ラザレパ焼

カレテシマヒマス。共後法科大事ノ講演＝ L切断シタ材料ハ手術者ノモノダョ寸ト漣ベラレマシ

グガ，ソノ以前＝既＝先生ハカク申シテオラレタノデアリマス。』

卒山遠教授（第36闘）

『私ハ一年志願兵トシテ伏見へ入管シマシタ。汚イ軍服デ塔之段ノ先生ノオ宅へ伺ヒマシタト

第 36 圃 コロ，先生ハ教室ニfi'iラレJf..,時トハ全ク鐙ツタ温情

デ慰メテ下サイマシタ。丁度雨ノ降ツテヰル日デア

Fマシタノデー巻脚紳ヲ穿イテ行キマシタトコロ，巻

脚紳＝大壁興味ヲモグレタノデアリマス。

私ハ北京へ行カナケレパナラナクナリマシタガ，

ソノ際ニ佐藤サンノ話ノヤウニ L支那ハ将来布望ヂ

スヨ 0 fiクンデスヨ 1 ト-u－ハレマシタ。アチラヘff

ツテカラ，ツマラヌコトデ手紙ヲ出ス 1-, ソノ11'15度

御手続ヲ頂キマシタ。先生ハ非常＝巌格ナ反面ニ優シイ反両ヲ有ツテ居ラレマシタ。私ハ北京

カラ奉天＝行キ，共底カラ西洋エ行キマシタ時，丁度倫敦ノ下栴デ先生ノ言ト報＝接シタノデア

リマス。其時コチラデ催サレタ追悼ニ舎スルコトガHi来マセンデシタガ，今晩ハドニ列席スル

コトガ出来マシテ誠＝感慨無量デアリマス。』

烏潟隆三教侵（第37岡）

『先生ハ京都大製ガドウシテモ護展セネパイカント考ヘラレ

Lアンタ行クンデスヨ’ト言ハレテ背行カサレマシタ。若シソノ

際行カナイデ，翌日手術場ナンカヘ出テ手ヲ洗フト Lアンタ手

ヲ洗ハナクティ、ンデスョ 1 ト言ハレテ全ク相手ニサレマセン

デシタ。

私ガ問書室＝居リマスト，先生ハ長・イ手紙ヲ瞭グテ雨手ノ間

デ持ツテ来ラレ， L新潟ノ欝専ニ行ケ 1トFfiサレマシタノデ，私

ハしツイ2,3目前先生＝御相談スル迄モナク大阪南i醤モ断リマ

シタ寸ト巾シ上ゲマシタトコロ，先生ハ目ヲ丸クシテLアンタ大

阪モ断ツタンデスカ寸ト言ハレマシタ。

第
け何.,, 間

助手ガ第 1講座ト第2講座ガ交答it.ii＝－ナツタ Geschichteハ私ノ助手時代カラデアリマス。私

ガ猪子先生ノ助手デアリマシタガ， ソノ時看護婿ノ優秀ナ fヲミンナ自分ノ方へトツテ宇マヒ
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マシれトコロガ，伊藤，猪子雨先生ガ相談シテ Lィ、ャゥ＝シタヨト寸猪子先生ガ申サレマ

シタ。是ハ私ガヵ、 yレコトヲシタタメェ，雨教授ガ相談サレテヵ、 Jレ風＝交替市I]＝ナツタノデ

アリマス。

以前カラ内利ノ方デハ，磁部外科，烏j局外科トイフ風＝直セト言ツテヰマシタガ，私ハ反針

シテキマシタ。トコロガ今日デハ内科デモ某身内科デナク，第1誹座，第2誹座，第3講座ノ講

座員ガ交替スルヤウナ制度ニナリマシタ。

患者＝ハ丁寧ニ言葉ヲ使ハネパナラヌト日頃カラ巾サレ， Lヨノオ方寸トイフ風ニ言ヘト言ハ

レテヰマシタ。 トコロガ河村君ハ Bauerニ丁寧ニLコノオ方寸ハト言ツタトコロガ，先生ハLエ

ー相手ハ Bauerデスョ♂物事＝ハ anpassenシナケレパナラナイ。物ノ宜シキニ叶ハネパイ

カンコトヲ共底デ教へラレマシタ。

ソレト似タコトガモ 1ツアリマス。今ハ教室デ髭ヲ生ヤスコトヲ卒気デヤルガ，我々ガ教室

へ入ル時ハ髭ヲ孫サネパナラヌノデ大恐慌ノ 1ツデアリマシタ。手術揚へ入Fレ時髭ガアルト，

Keim ガソコイラニ散ル Jデ邪魔＝ナルノデ、ス。 トコロガ此ノ：事ガ先生御自身ニヨツテ解禁ト

ナツタノデアリ 7 ス。ソレハプダベストノ製舎＝先生ガ出席サレルノデ髭ヲ生ヤス必要ガ生ジ

タノデアリマス。情勢ニ anpass巴nシテ事ヲヤラレタトイフコトガコノ一事デモヨク判リマス。

先刻辻君・ガ三ハレタヤウニ． 公私ノBUハ非常ニ巌格デアリマシタ。何カ物ヲ言ハレル時へ

私事ノl1!1EIJハ一番後＝姐シテ何時モ公ノ方ノ理由ヲ員先＝立テ，公ノ理由ノ下ニ行動ヲサレマ

シタ。最高iiモ椅子ノ話ガアリマシタガ，身鴨モ椅子モ倒レマシタガ，椅子ハ公ノモノ，身腫ハ

個人デアリマス。ソウイフ際＝．寅際ハ身鴨ハドウモナカツタカトイフ意味デ言ハレグノデア

リマスガ，突差ノ間＝気怖ヲ換へラレテL椅了・ノコトヲ問イテキルンデスヨ1 ト公私ノ別ヲ教へ

ラレタノデアリマス。

私ガ愈々大阪ノ赤十字へ行クヤウ＝ナツタ時，し花モ貫モアルヤウ＝「ト Ll－ハレテ先生ハ私＝

一軸ヲ送ラレマシタ。ソレハ展覧宗＝懸ケテアルモノデアリマス。

之ハ肇君カラ承ツタコトデアリマスガ，先生ハ大費奇抜デ，或時武徳舎へ短万ヲ寄附サレマ

シタ。普通ナラパL勝ツタ者へ輿ヘテ央レ1 ト言フノデアリマセウガ，先生ノ依件ハ L負ケ様ガ

非常＝鮮ヤカナft・へ奥ヘテ央レ寸トノコトデアリマシタ。

ソレカラ私ガ最初ノ洋行カラ蹄ツテ来タ時(1917年12月），日本ノ現状ヲ見ナケレパイカント

思ツテ日本中 f大製ヲ廻リマシタ。九大ヲ見按ニ行ツテ蹄ツテカラ LjL大ハ非常エ患者ガ多イ

デス ’ト『11シ？シタトコロ，先生ハ御機嫌ガ悪イノデアリマス。先生ハ人ヲ翻ラレルノガ非常

＝臆ク， 一早イノデアリマス。大製教授ノ目的ハ何底＝在Fレノデブルカ，之ハ製問ノ研究トソレ

ヲ指導スルガiiデアツテ，決シテ患者ヲ多クヨfセツケルノガ目的デハナイノデアリマス。 10数

年後＝ナツテカラ始メテ嘗時先生ノ御不興デアツタ諜ガ判然トワカリマシタ。

悲デ諸君ト一緒ニ伊藤家ノ寓歳ヲ！同スyレ鵡＝盃ヲ基幹グテ頂キ度ウ御座イマス。』



一同起立，乾｛不，着席。

伊藤崇博士（第38~；［！）

伊藤（1（！三）先生迫憶舎 661 

「鳥肉，磁部，伊藤3教授ノ御主催デ，今夕催シヲシテ下サイマシテ，製合同iノ御多忙＝拘ラ

ズ多数御集リ下サツテ有維ウ御座イマシタ。私等兄弟ヲ招待下サイマシテ何トモ御叫ノ Fj-lシ掠

第 38 園

シタ。』

ガ御座イマセン。父ガ亡クナリマシテカラ足掛ケ10年＝ナリマ

スガ，未ダ死ンダ気ガ致シマセン。殊＝晩年父トハ離レテ暮シ

テヰマシタノデ，一寸汽J:!f..：.デモ乗ツテ行ケパ合ヘルヤウナ気

ガ致シテナリマセシ。

ソレ程父ノ印象ガ深イノデアリマスガ，飴リ近クカラ見yレト

全面カ’見ヱナイト同様ニ．御縁故ノ深イ大盤多数ノ方々カラ色

k ナ話ヲ問カセテ下サツテ大饗有主主デ御座イマシタa 初メ招待

ヲ受ケマシタ時， ソレヲオ断リスルヨリモ先ダツテ，皆々様カ

ラノオ話ヲ承リタイトイフ気持ガ先＝立ツテ，仰セニ甘ンジテ

御招待ニ預リマシタ。

終リ＝臨し諾ンデ御臨巾上グマス。ドウモ有難ウ御座イマ

果物モLコーヒー寸モ済ミ三々五々ノ追憶談ニ時ノ移yレヲ知ラズ，此時鳥i男教授ハ起立舎衆＝

向ヒ『本タハヨイ機合デアリマスカラ伊藤先生＝猪子先生吉ー脊；jjJi!賀舎ノ時ノ活動局員ヲ手向ケ

タイト存ジマズカラ御覧ヲ踊ヒマス』ト漣ベラレ，ヤガテソノ映寓開始， 20分詐リニテ終了。

『ソレデハコレニテ伊藤先生追憶舎ヲ終リマス』トノ鳥潟教授ノ挨拶＝従ヒ一同起立鰍組中＝

Lボーイ「長ハ先生ノ御宵像＝以前ノ如ク白絹ノ護ヒヲ鵡ス。一同静カニ退散，時ニ午後10時半

頃デアツタ。

ソレヨリ幹事ハ展覧＝似：シタル資料ヲ整理シ外科皐教室へ引拐ゲタ。

首日ノ参席者ハ下ノ如クヂアル。

参 集 者（ABC胸）

千葉忠恕（大津市） 勝網島一（中津川町） 萩原義雄（熊本市）

波多腰lf:.雄（大仮市） 原 守政（大飯市） 橋本探ー（岸和fl]市）

平チ｜二航太郎（京都市） l.j£ Hl 卓二（高知市） 炭田耕作（高知市）

卒尾 猛（神戸市） Jlj 蓮 （末天市） 星野貞次（京都市）

猪f－止才之助 （京都市） 河合六郎（大阪市） 加藤基七（大阪市）

木村 博（東京市） 古屋野宏11,: （長崎市） 桑原政柴（前織市）

前 Rl和三郎（東京市） 松 fl！邦三郎 （大限市） 宮本 哲（高知市）

宮崎松記（熊本市） 宮路若久（八日市町） 三村忠雄（姫路市）
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箕 iili 光雄（大阪市） 森 武美（東京市） 森井初郎（京都市）

中村 E雄（利I戸市） 緒方耐 ll年（大阪市） 坂部秀夫（京都市）

佐藤剛賊（京城府） 津村柴美（和歌J1J市） 鈴木平十郎（東京市）

鈴木正次（京都市） 5宅 馨（大阪市） f）屑車二（新潟市）

i1t問太郎（神戸市） 塚原仲光（大阪市〉 辻村秀夫（長崎市）

辻 成（神戸市｝ 上問寛一（大腹市） 字山俊三 （京都市）

和辻春次（京都市） 山根 費（奉天市） 山内 学作（大阪市）

横ヲ｜ 情 （名古屍市） 横問浩吉（京都市） 吉議嬬則（京都市）

前11tjl新次郎（神戸市）

教室現職員

鳥 山隆三（敬 授） 磁部膏－~-1衛門 （敬 授） 伊藤 弘 （童文 授）

大 津 建（助敬授） :I；屋準一（助教授 ） 南西正太郎（講 師）

青柳安誠（議 仰） 荒木千里（講 師） ）除浪修一（講 自由）

縄野芳登（議 Olli) 鬼束惇哉｛君事 師） 横山哲雄（講 師）

坂同信秋（講師北側） 盛調講雄（す欣阪 商 ） 有原康次（助 手）院外科脅長 密尊敬授

吉岡久士 （助 手） 村上次郎 （助 手） 吉武 信（助 手）

勝間十郎（助 手） :fi !J.,~’琢二郎（高lj 手） 杭 HI 清雄（訓 手）

首円佐－舎ヲ；］＼足スル電信ヲ＇.／，yセラレタル人

キト 昌薫（京城府）

x × x x 

。トH説家ヨリ合衆へ－－＇＜ 毛穴ノ！mキ純Ilkヲ寄セラレタ。

謹~此度ハ弓4合商ii殊＝御多忙之御事ト存ゼラレ候際父if＼三ノ追憶舎ヲ御催シ被下私等兄弟

ヲ御沼待以キ仮：街l厚情ノ御程難有奉深謝候

常日鳥潟先生ノ御挨拶ノ後卓＝世カレシ父ノ宵像ノi者I＝・一々 御手1-:imノ/lieセラルルヲ拝シテハ

忠ハズ涙ノ滞yレルヲ魔ヱ

御作中；kノ御j邑憶談ヲ伺ヒテハ生商1Jノ父ヲ間ノアタリ見ルt,cnク只々御皆様ノ父ヲ御忠ヒ被下御

心＝打タレナガラ感激ノ中＝終始仕リ候親シク拝趨 F上御問中上可＝候へ共失鵡ノ段御許シヲ

願ヒ議ニ謹而以書中お御融市上l主如此御座候敬具

昭和卜三年四月 日
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